02月01日（水）
第２７０回　関西眼疾患研究会講演会
「日常診療にも役立つローションビジョンケアの基礎知識」

山縣　祥隆先生

今回は「近見障害」「羞明」についてご講演頂いた。
まず「近見障害」について、この補助器具として眼鏡式拡大鏡、各種ルーペ（ワークルーペ、手持ち式ルーペ、卓上式ルーペ）、拡大読書器を挙げられ、それぞれの特徴について以下の通り述べられた。
· 眼鏡型拡大鏡
身障の補助具として申請可能、両手がフリーになるといった長所はあるが、収差による周辺に歪み、連続装用困難、両眼視困難といった短所を伴う。

· ルーペ

読み書きには0.5の視力が必要であると考えられており、ルーペの拡大率（D/4）の目安としては「必要とする視力/遠見視力」が有用であると考えられる。また求心性視野狭窄の場合、拡大しすぎても読むのは困難であるため注意が必要である（一視野に最低五文字は必要と考えられている）。
基本的な使用法として、目とルーペをまず近づけてその状態で指標に近づいていくことが有効だと考えられる（手暗がりにはなるが）。
・拡大読書器
非常に有用な補助具であるが、使用に際して幾つかコツが挙げられる。使用法として、ガラス板で押さえ可動テーブルは両手で動かすこと、また読み方として読む行の任意の場所をぼんやり見て視線は動かさないこと、一行読み終えたらそのまま上に戻り（左右へは動かさず）その後横へ移動することなどである。
次に「羞明」について述べられた。
羞明には波長500nm以下の光が原因となりやすいと考えられていること、眼球側の要因として、散乱光の増加、入射光量の増加、網膜性の要因（暗順応時間短縮）などを挙げられることを述べられた。カラーレンズを用いることでこれらの要因は軽減できるが、短波長のほうが散乱光を生じやすいこと、補色のレンズがこれを有効にブロックすることを考慮すると黄色のレンズが羞明軽減に最も効果的であると述べられた。またカラーレンンズの選択に分光透過率（どの波長をどのくらい通過させているか）が重要であることについても言及された。
ロービジョンケアの充実には眼科一般診察における的確な視機能評価｛屈折矯正（乱視に注意）、視野（中心暗転に有無、中心外固視の必要性）｝は勿論のこと、今回お話された種々ロービジョンクリニック関する知識等、患者様のニーズに応じた情報の提供が必要であると結ばれた。
（文責：関山英一）
